
  

 

 

 

令和４年度 後期後半がスタートしました！ 

■１月１０日(火)、１７日間の冬季休業が終わり、後期後半がスタートしました。依然として新型コロナウ

イルス感染症の第８波のピークの中で、始業式は体育館に集合せず、校内オンライン(校長室から各教室へ)

での実施となりました。その中で、校長から本年度の仕上げにあたる後期後半に目指すこととして次の話が

ありました。 

 

令和５年 「新たな一年に向けた思い」

■新年を迎えるに当たり、生徒会役員の２人に｢新たな一年に向けた思い｣を述べてもらいました。 

 

■Withコロナが続く中、新年も昨年までのTeam太宰府のよさを更に高めながら、学校・生徒会・地域が一

体となる取り組みを加速させていきたいと考えております。地域の皆様、よろしくお願いします。 
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■チーム太宰府の皆さんおはようございます。そして、新年明けましておめでとうございます。１７日間と少し長めの冬

休みでしたが、充実して過ごすことができましたか？終業式で述べたように、しっかりと目標と計画を立て、実践するこ

とができましたか？ 

■Team 太宰府にとって、冬休み中の大きな出来事の一つは、皆さんの先輩、飯塚高校２年生の原 翔聖さんが、全国

高校サッカー大会で素晴らしい活躍をしてくれたことでしょう。数多くの３年生のチームの中で、勝るとも劣らない運動

量とポジショニングに感動して、大きな声で応援してしまうほど素晴らしい姿でした。是非、Team太宰府の先輩の活躍

に応えることができる後輩になってください。 

■そこで、後期後半の目指すキーワードは「表す（表に出す）」です。新型コロナウイルスの感染拡大は過去最多の陽

性者を記録するなど、とても厳しい状況での後期後半のスタートとなります。そのような中、それぞれの学年で４月から

自分が伸びたこと成長したことを、繰り返し表に出し「本物」にする四半期であると思います。そのために、 

① 自分の良さ（魅力）を表に出す。[見える・実行する]    ② それが「本物」となっているか、互いに評価する。 

③ 感謝する。[自他の伸びや気持ちを思いやる・自信をもつ]  ④ 笑顔を広げる。[学校・地域・家庭] 

■このように、「表に出す(表出する)」→「自信をもつ」→「笑顔」のサイクルを繰り返し、後期･後半の中でも新型コロ

ナウイルスだけで無く、様々な困難を乗り越えていきましょう。最後のゴールは、学校でも地域でも、家の中でも「笑顔

を広げる」Team太宰府の一員としての自分に仕上げてください。大いに期待しています。 

 

《生徒会長：Uさん (２年３組)》 

■１２月に行われたリーダー研修で学んだリーダーのあり方や意見を出

し合う大切さなどを今後の学校生活に生かして、太宰府中学校の皆さん

が「学校に行きたい」と思えるような一年にしたいです。 

《生徒会副会長：Nさん (２年２組)》 

■昨年は、新型コロナの影響で、学校生活で様々な制限があり、行事が縮小され

たりしましたが、みんなが協力することで笑顔あふれる一年間になりました。今

年は学校行事を例年通り行えるように感染対策を徹底しようと思います。そして

太中生のアイデアを出し合って更に笑顔があふれるよりよい太宰府中学校にして

いきたいです。 



 ３年生 進路激励会が行われました

■本校では、毎年ＰＴＡ主催で３年生の進路実現に向けた激励会を行って

いただいています。今年は新型コロナウイルス感染防止のため、ＰＴＡ学

年委員さんの素晴らしい準備で、太宰府高等学校芸術科書道専攻の皆様を

お招きして書道パフォーマンスを行いました。 

 体育館を会場にして、教室の半分くらいの大きな紙に、黒い一般的な墨

ではなく、青、朱のカラフルな色で激励の言葉を揮毫していただきました。

書道専攻の皆様は、１０人程度のチームを組み、揮毫する人、その横で墨

を入れた容器を持つ人、紙を押さえる人で連携のとれた素晴らしいパフォーマンスを披露していただきまし

た。見ていた３年生は、その迫力ある筆運びに魅了され、食い入るように全員が見つめていました。できあ

がった作品を書道専攻の生徒の皆様で持ち上げたときには、割れんばかりの拍手が沸き起こりました。 

 その後、受験生である３年生は、その揮毫した作品の余白に、進路実現

に向けた目標や思いを一人一人寄せ書きしていきました。太宰府高等学校

の皆様と本校３年生による素晴らしい共同作品が仕上がりました。 

 激励会の最後には、ＰＴＡ役員の皆様から３年生全員にきれいにラッピ

ングされた記念品を贈呈していただきました。心温まる激励会を企画して

いただいたＰＴＡの皆様、本当にありがとうございました。最後に、３年

３組のKさんの感想を紹介します。 

 

 

■チーム太宰府では、部活動以外でも自分の良さにさらに磨きをかけ頑張っているメンバーを応援していま

す。今回は、日本スケート連盟の強化選手に選ばれている２年２組の Oさんを紹介します。Oさんは、小学

校４年生の頃からスケートに取り組んできました。現在は、福岡スピードスケートクラブに所属し、直近で

は本年３月に熊本県で行われる｢全日本ノービスカップショートトラックスピードスケート競技会第２戦に

出場予定です。「Team太宰府」全員でOさんの活躍を応援しましょう。 

 

 

 

 

《 Kさん (３年３組) 》 

■三年生のために太宰府高校の書道コースの方から｢輝煌：未来に幸あれ｣の前向きな気持ちになるメッ

セージを書でいただきました。その書の周りに私たちは受験に対してお互いに応援する言葉などを書き

ました。この激励会を通して、私たちの周りには私たちを支えてくれる人たちが大勢いることを実感し

ました。その支えに応えることができるよう受験勉強に頑張りたいと考えています。 

《２年２組 Oさん》 

■今年は日本スケート連盟のノービス強化選手に選ばれました。

３月に行われる全日本ノービスカップショートトラックスピード

スケート競技会第２戦では、総合８位に入ることを目標に頑張り

たいです。 


